
 
 
 
 
 
 

 
 
1｜               ｜経済･金融フラッシュ No.09-123｜Copyright ©2009 NLI Research Institute All rights reserved 

 

ニッセイ基礎研究所 No.09-123   17 Dec 2009 

09 年 7-9 月期資金循環統計： 
個人金融資産は前年比で８期連続のマイナス、前期比では微減 
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1．個人金融資産残高（09 年 7-9 月期末）： 前期比微減、株価低迷が重しに 

09 年 7-9 月期末の個人金融資産残高は、4-6 月期末から 3 兆円減の 1439 兆円となった。前年同期比

では▲１１兆円（▲0.7％）とマイナス幅は縮小したが、８四半期連続のマイナスが続いている（図表 1）。 

4-6 月期は株価の回復による時価の増加が個人金融資産の増加に寄与したが、7-9 月期は株価が低迷

したため（９月末 TOPIX は６月末比▲2％）、時価変動の影響が僅かながらマイナスとなった（図表 3）。 

 フローベースでは、従来、賞与の最大支給月にあたる 6,12 月を含まない 7-9 月期には現預金が流出超

過から金融資産への資金流入が進まない傾向があり、今回も２兆円の流出超過となった（図表 4）。フロー

の内訳を見ると、これまで同様定期性預金（2.4 兆円）への流入が進む一方で、投資信託（1.2 兆円）、事業

債（0.4 兆円）など、一部にリスク資産への回帰の動きもみられる。 

 

1439

1544

14091465
15201546

1465 1485 1450 1427
1409

1442

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

9
8

9
9

0
0

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0
8

0
7
/
1
Q

0
7
/
2
Q

0
7
/
3
Q

0
7
/
4
Q

0
8
/
1
Q

0
8
/
2
Q

0
8
/
3
Q

0
8
/
4
Q

0
9
/
1
Q

0
9
/
2
Q

0
9
/
3
Q

その他
保険・年金準備金
株式・出資金
投資信託
株式・出資金・投信以外の証券
現金・預金

（図表1）　家計の金融資産残高(グロス）（兆円）
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（図表2）貯蓄、投資が個人金融資産全体に占める割合

（年/四半期）
（注）貯蓄とは現預金（除く外貨預金）、投資とは外貨預金、有価証券、対外証券投資の合計
（資料）日本銀行

-33

-40

-4
-1

24

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

07/1Q 07/2Q 07/3Q 07/4Q 08/1Q   08/2Q 08/3Q 08/4Q 09/1Q   09/2Q 09/3Q

その他

保険・年金準備金

株式・出資金

投資信託

株式・出資金・投信以外の証券

現金・預金

（図表3）　家計の金融資産残高(時価変動）（兆円）
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（図表4）　家計の金融資産増減(フローの動き）（兆円）
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2．フロー（時価変動を除いた流出入額）の基調： 安全性重視の姿勢は揺るがず 

四半期ベースでフローの内訳を見るにあたり、季節要因を除くため、直近 4 四半期累計というやや長め

の基調を捉えた動きをみると、03 年を底に金融資産への資金流入額が増加してきたが、07 年をピークに減

少に転じ、08 年半ば以降横ばい推移となっている（図表 5）。 

内訳を見ると、08 年以降は現預金、特に定期性預金への資金流入が顕著である。過去にも 02 年から 03

年辺りにかけて現預金への資金流入が起きたが、当時は金融危機やペイオフ解禁などを背景とした流動

性預金への流入であり、今回の動きとは異なる（図表 6～8）。前述の通り、足元では一部リスク資産への動

きも垣間見られるものの主流は定期性預金であり、定期性預金への強い選好は、所得環境の悪化が続く

なかで、安全性の確保を第一としつつ少しでも高い利回りを求める家計の運用姿勢を表している。資産総

額が増加しない中での定期性預金へのシフトが続くようであれば家計資産の流動性低下につながるため、

個人消費抑制の一因とならないか、注意が必要だ。 
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（図表5）　家計の金融資産残増減
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（兆円） （図表6）　現金・預金の増減
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（兆円） （図表7）　株式・出資金・投信以外の証券の増減

（注）数値は時価の変動を除くベース、直近4四半期累計額
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（図表8）　株価と為替の推移（月次平均）
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(お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情

報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


